


ずISOは「アイエスオー」と読
みます。「イソ」と読んでもま

ちがいではありません。通な人は
「アイソ」と読んだりします。
ISOとはInternational Organiz-

ation for Standardizationの略称
で、日本では「国際標準化機構」と
訳されています。ここで「なぜ
‘IOS’じゃないんだ」と疑問に思
った方もいると思います。これには
諸説ありましてギリシャ語の「同じ」
という意味のISOS（イソス）から
きているとか、ISOの前身である組
織がISA「万国規格統一協会」であ
ったため連想がしやすいなどの理由
があるようです。
ISOは国際的にあらゆるモノやサ

ービス（電気分野は除く）の標準化
を進めている非政府間国際組織で
す。ISOに参加できるのは各国１機
関に限られており、日本からはJIS
マークでおなじみのJISC（日本工
業標準調査会）が1952年から参加
しています。
ISOの国際的規格が採用されてい

る身近な例として、非常口のマーク、

クレジットカードやテレホンカード
の形式、信号機の色、フィルム感度、
ねじの形状などがあります。これら
のものはその規格を採用している国
であればどこでも同じ規格のものが
使用されているということになりま
す。クレジットカードなどが外国で
も使えたりするのはこういう理由な
のです。

SO14001とは“環境マネジメ
ントシステム”です。この“環

境マネジメントシステム”は、環境
に与える影響を改善していくために
計画（Plan）・実施（Do）・点検
（Check）・見直し（Act）のPDCA
サイクルを継続的に行っていくとい
うものです。
ISO14001の制定の背景として

は、1992年に行われた、地球開発
環境会議（地球サミット）の中で子
孫に豊かで明るい地球環境を伝承す
る願いを込めて「アジェンダ21」
が採択されたことが挙げられます。

このときISOに環境に関する国際標
準化に取り組む申請がなされ、環境
マネジメントシステム標準化への取
り組みとしてISO14001が制定さ
れました。

在ISO14001取得組織は世界
中で10万を超えています。そ

のなかで日本の取得組織数は約２万
で世界第１位です。最近では、企業
だけではなく、市役所や学校なども
数多く取得しています。

現
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ISOとは

ISO14001とは

ISO14001の現状



・環境に係わる関連科目の充実
・環境に関する研究活動の推進
・環境に関連する公開講座の開催
・薬品等の保有量削減
・省エネルギー、省資源
・ゴミの分別徹底、発生抑制
・リサイクルの促進
・校内美化
・グリーン購入調達を100％に
近づける

◆ISO14001の取得には、教職員
だけではなく学生の皆さんの協力
が不可欠です。
・省エネルギーの協力
・タバコのポイ捨て禁止
・ゴミ分別の徹底
◆これからも、環境を意識し、環境
に優しい行動をとおして、美しい
構内を維持するように心掛けまし
ょう。

地球環境と大学美化の２本の柱を軸
に、学生が運営しています。
・ゴミ箱の実態調査
・東北大学での環境セミナーへの
参加

・ゴミコンテナの色分け活動
などなど、これからも楽しく明るく
活動してまいります。

仲 間 よ 集 ま れ ! !
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北見工業大学での
ISO14001への
取り組み

学生への協力依頼 環境保全学生委員会

生まれ変わる１号館
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海道で暮らしたことのある人は
誰でも感じていることだと思い

ますが、冬の一人当たり暖房エネル
ギーの使用量は北海道、とりわけ北
見のような道東地方では本州平均の
2倍以上に達します。その殆どは灯
油によってまかなわれているため、
一人当たりの年間二酸化炭素CO2排
出量も当然2倍以上になります。北
海道のエネルギー・環境問題には民
生部門の暖房が根幹に横たわってい
る訳です。この問題を解決する第1
の方法は家から熱を逃げにくくする

ことで、ありがたいことに近年いわ
ゆる高断熱・高気密の高規格住宅が
北海道では当たり前のようになって
きました。第2に灯油ストーブを自
然エネルギーに置き換えることが考
えられます。先ず思いつくのが太陽
熱です。北見は高緯度のわりに豊富
な日射量が得られるため、何とかこ
れを利用して冬期の家庭暖房をまか
なえないかと長年研究を続けてきま
したが、通常の住宅の屋根に載るパ
ネル面積では到底足りないというの
が、現状での結論です。次に電気は

使いますがヒートポンプで熱を汲み
上げる方法があります。いわゆるエ
アコンの暖房モードがそれです。ヒ
ートポンプは冷蔵庫と同じ原理で、
冷蔵庫の裏側は熱くなっています
が、冷える方ではなく熱くなる方を
利用するというだけのことです。で
も、北見のように厳冬期－20℃に
もなる地方では、大気を低温熱源と
するヒートポンプ（エアコン）では
肝心な時に性能が低下しすぎて使い
物になりません。そこで注目したの
が地中熱です。地中温度（およそ
5m以深）は道東地方でも一年中
8℃以上を保っています。通常のヒ
ートポンプには絶好の温度域です。
北見市内の某建築会社と某設備会社
がこの技術に注目して、北見工大に
相談に来ました。計算上は十分成立
しそうです。そこでこの業者さん達
はドイツに飛んで機械を買い集め、
先ず自分の家に導入したのです（先
ず自分で試してみるなんて、パスツ
ールみたいですね）。さらに新築し
たモデルハウス（図参照）での実測
の結果、地中熱ヒートポンプシステ
ムだけで厳冬期を乗り越えられるこ
とが実証されました。ついでに夏の
暑い盛りには逆に地中熱を冷熱とし
て利用して冷房ができることも実証
されました。この成功に勇気を得て、
今どんどん施工例を拡大しつつある
ところです。新築戸建住宅への導入
実績（＝成功実績）としては、恐ら
くこの北見の業者が日本一でしょ
う。まだまだ普及していませんので
値段は高いのですが、今後量産効果
による低価格化ばかりでなく、灯油
代の高騰が追い風になってくれるも
のと期待しています。

北
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在、日本の全国民に対する65
歳以上の高齢者の割合はおよそ

20％であり、50年後には35％を
超えるといわれています。一般に高
齢者は、身体機能や感覚機能が低下
し、若年者に比べて転倒しやすく、
骨の脆弱化が進行していると直接骨
折に結びついてしまいます。特に転
倒して大転子（大腿骨の外側の出っ
張り）を打つと、大腿骨頸部を骨折
して痴呆や寝たきりになるなど、高
齢者のＱＯＬ(Quality of life)低下が
大きな問題となっています。このよ
うな中、積雪・寒冷地域では冬期の
路面は非常に滑りやすく、転倒の危
険度がさらに高まることから骨折を
防ぐ安全対策が強く求められていま
す。私たちの研究では積雪あるいは
凍結路面でのすべり転倒に着目し、
転倒開始をいち早く検知してサポー
タータイプのエアバッグを膨らませ
ることで脚部の運動を瞬時に誘発
し、転倒防止を実現するシステムを
試作開発しています。万が一転倒し
てしまった場合でも、転倒による衝
撃をエアバッグが吸収して転倒ダメ
ージを大幅に軽減し骨折を防ぐこと
も可能です。
転倒による高齢者の骨折を防ぐ目
的で、図１に示すような衝撃吸収パ
ッドを備えたヒッププロテクターな
どがすでに商品化されていますが、
衝撃吸収率がそれほど高くなく、ま
た転倒そのものを防止するものでは
ないため、高齢者の冬期外出に対す
る心理的不安を解消するには不十分
です。本研究では、北見市や文部科
学省の支援を受けながら図２に示す
モーションキャプチャシステムを使
った転倒動作解析を実施し、図３の
ような転倒検知システムの試作とエ

アバッグの設計を進めています。全
体的なイメージは図４のようになり
ますが、小型化や使いやすさ、安全
性などを考慮しながら実用化を目指
しています。

現

図１ ヒッププロテクター

図２ モーションキャプチャによる転倒動作解析および結果例

図４ 開発イメージ

図３ 転倒検知システム



ス停で朝日を見上げる。朝の風

が吹き抜け、今日一日がすばら

しいものだと確信する。心臓は僕を

急き立てるかのように期待と興奮の

鐘を打ち鳴らす。自然と歩調は早ま

りいつの間にか走り出す。「さあ、

今日が始まる！」空気を腹いっぱい

吸い込んで、全身で異国の香りを楽

しむ。その香りは悩みや恐れのしが

らみから僕を解放し、あらゆる僕の

枠を破壊した。僕は自由に羽ばたき、

出会いに感動し心躍らせた。あの時

僕はアメリカという香りに酔ってい

た。

時48分部屋を出る。予定より

２分遅刻だ。紅茶を一気に飲み

干し、急ぎ足でロビーを通り抜ける。

大小二匹の黒犬がついてくる。一生

懸命しっぽを振っている。「本当に

かわいいやつらだ。」そう思いつつ、

注意はしっかりと我が主ホストマザ

ーに。今日は朝から少々お冠のご様

子。僕は振り返り「Good bye！」

と手を振った。当然満面の笑みを添

えて。「bye bye.」と返答、そして

背後でバッタンと戸が閉まる。マザ

ーの機嫌についてあれこれと考え

る。「便座を下げ忘れたせいだろう

か。それとも朝食の会話が三日連続

で「Yes」と「今日は天気がいいで

すね。」のみはまずかったか。」毎日

何かとあり、心当たりは無数でわか

らない。便座のお叱りは今日が三回

目であった。

食ではけっして寡黙な人間を装

っているわけではない。僕の英

語力がたまに沈黙とため息を生むだ

けだ。想像の中の自分は冗談の一つ

も言って笑いの中心で・・・。現実

は自分から切り出せる話題は天気の

み。すると、必然的に食卓はアメリ

カ人がしゃべり、「Yes! Yes!」と

朝

６

バ
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「８月の末から４週間、18名の学部生が米国アリゾナ州立大学に短期語学研修のため滞在しました。
その中の一人が現地での暮らしについて語ります。」

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
３
年

渡

辺

大

地

ア
リ
ゾ
ナ
で
の
日
々

グランドキャニオンにて

キャンパスのパームの並木道



合いの手のように連呼する東洋人と

なる。けったいな朝食風景である。

て早々の頃、前もって「ありふ

れたアメリカ家庭のある日の朝

食」と題打って台本を用意した。マ

ザーの好みそうな動物の話を原稿に

まとめ、マザーのいく通りかの予想

される台詞も用意した。台本通り行

けばすばらしい朝食が保障されてい

た。準備万端であった。話のつかみ

は以前飼っていた鳥の話をもってき

た。だが、のっけから予想外に食い

つきが悪かった。これは後で分かっ

たことだが、鳥は庭に糞を撒き散ら

すので嫌いで、週四回は鶏が出てく

る食卓から考えるとマザーにとって

鳥はフライドチキンなのだろう。そ

れでも、持ち堪えて笑いも起こりま

ずまずの滑り出しだった。動物の話

の後、自分の家族のことへ繋いだ。

用意された台本を、さも今考えなが

らしゃべってますというふうにやっ

てみせた。丁寧にも家族を思い浮か

べる回想シーンも入れて。順調だっ

た。姉の話のくだりまでは…。幸か

不幸か、マザーはそこで予想外の食

いつきをみせた。「うちの娘と年は

けっこう近いわね。うちのは結婚し

てるけど、あなたの方は？そうそう

結婚式の写真があったわね。ちょっ

と待って…この右側が娘ね。こっち

が娘の旦那で…」ここからのマザー

は「機関銃のようにしゃべった」こ

の表現が適切だろう。完全に主導権

は相手に移り、僕は原稿にない質問

にたじろぎ、勢いに圧倒された。

後々考えるとこれはこれで朝食の間

中、会話は途切れることなく成功だ

ったのだろう。そもそも話し手に回

るなど身の程知らずだった。この日

またひとつ人生を生き抜く術を悟っ

た。「自分より口の達者な相手、特

に女性には、良い聞き手に徹するべ

し。」

のホストファミリーは還暦を過

ぎたファーザーとマザー、そ

れに犬２匹、猫２匹である。ファー

ザーはほっそりと背が高く、眼鏡を

掛けている。不器用で静かだがやさ

しい人だ。二人はよく口喧嘩をする

が決まってマザーがふっかけバトル

開始、ファーザーが口をモゴモゴさ

せた後に黙り込んで終了。僕と同じ

くファーザーはマザーには勝てな

い。口論の後で決まってファーザー

は外に出てタバコをふかせ、空を眺

める。同じ境遇が連帯感を生むのか、

よくいっしょに星空を眺めた。パー

ムの木の根元に並んで立って、夜風

で木々がなびく音に耳を済ませた。

風は心地よく、静かなやさしい気持

ちになった。沈黙がまったく気にな

らない。何も言わずともお互いがお

互いをわかっている。そんな気がし

た。

ばらしき日々は過去の自分を否

定する。「なんて無駄な時間を

過ごしていたのだろう。帰ればまた、

逆戻りになるのでは。」21年間の人

生を振り返って考えてみても、英語

の授業が楽しいなどと思える日が来

るとは、こんなにも人に興味を持つ

とは、これほど素直に心が躍るとは、

想像してもいなかった。一日一日を

生きていると感じる。しかしだから

こそ、別れの日が近づいていること

を感じずにはいられなかった。

つから僕は理性のみに頼って生

きるようになったのだろう。

彼は泣いている。不器用な彼が感情

をむき出しにして泣いている。そし

て僕のために泣いている。「お前は

泣くことを恥ずかしいというのか。

感情のまま生きることを恥ずかしい

というのか。」プライドを持ち、変

に大人びた自分は、実際は何も分か

っていなかった。感情は頭で考える

ものではない。横隔膜がすっと冷気

を押し上げたように内側から込み上

がり、それは体の表層を流れ首筋へ

と抜けた。そして、押さえ切れずに

漏れ出した。それは何度も全身を駆

け巡った。頭でどうこうできるもの

ではない。僕は自らの核なるものに

支配されていた。

はいつしか思い出すだろう。き

っと人生の最後にもアリゾナ

を懐かしく思い返すだろう。その時

もあの日々は色褪せてはいないだろ

う。すべての出会いに感謝し、それ

らをけっして忘れない。けっして。

僕

い

す

僕

来

7Vol.103 学園便り

英語の授業でお世話になったマリー フットボール観戦（後ろはチアガール）

ホストマザーとファーザー
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度650メートル。眼下には広
大なタマネギ畑が広がり、その

間をゆったりと一両編成の鈍行列車
が走り抜けて行く。空は青く澄み渡
り、20キロメートル離れた北見市
街まで望むことができる。今日は風
も静穏。ところどころに点在する真
っ白な雲は強い上昇気流を発生さ
せ、絶好のグライダー日和だ。私は
不意にこの風景を写真に撮りたくな
り、後席の教官に声をかける。「教
官！写真を撮りたいので操縦をお願
いします！」

年と数ヶ月前私が航空部に入部
したとき、航空部にはグライダ

ーが無かった。前に使われていた機
体が老朽化により飛べなくなったた
めだった。入部２ヶ月後、現在使わ
れている複座機『ASK13』を北見
に運んで来て、私はそのとき初めて
本物のグライダーを見た。想像して
いたよりボロっちくて、綺麗な白の
カラーリングに『SKYきらら』とい
うロゴが入っているのを見たときは
笑ってしまった。今では私と共に歩
んできた大切な部員の一人である。

最近は頻繁に単独飛行にも出て、こ
いつの乗りこなし方もようやく分か
ってきた。一人で風を探りながら機
体を操るのは非常に面白く、グライ
ダーをやってて最も充実している瞬
間でもある。だが、そのように単独
飛行ができるようになったのも、ひ
とえに仲間達のおかげだ。部員がそ
ろってはじめて、グライダーは安全
に飛ばせる乗り物だからだ。そんな
部員達は今、地上で茹でたてのトウ
モロコシを食べている頃だろう。
んなことを考えながら、私は大
学生活最後の夏をファインダー

に納め、デジカメをポケットに仕舞
う。「さぁ、この高度なら失速、ス
ピンの練習ができるな。」その意志
を教官に伝え、操縦桿を握りなおす。

そ

５高

10 Vol.103 学園便り

高度650メートル「ASK13」から見た風景

離 陸



型同行会はプラモデル制作部門
とラジコン部門に分けて活動し

ています。

・プラモデル製作部門
スケールモデルを中心に製作して
います。今後の活動予定としては、
展示会を行ないたいと考えていま
す。

・ラジコン部門
週末に北見ラジコンサーキットで
の練習走行、レースへの参加、RC
飛行機の操縦練習などを行なってい
ます。

・その他には以下のものを計画中で
す。（あくまで予定です）
1/48スケール有線リモコン戦車で
の風船割り対決(体当たりこそ我が
信条)
スクラッチビルドの製作（スクラ
ッ･･･？なんだって？）
ドールの製作(薔薇乙女)
HP立ち上げ（ヒットポイント）
オリジナル設定での模型製作。（戦
車とかロボとか）
ミニ四駆大会（あえて烈＆豪時代の
み。時代に逆行するところが漢）
鍋パーティー（ヤミ鍋!?）
カラオケ大会（メタルからアニソン
まで）
ボーリング大会（今まで一度もやっ
たことない）

ガンプラ大会（とてもマイノリティ）
世界平和（ほぼ不可能）
世界進出（可能性あり？）
世界征服（ごめんなさい）
その他楽しいこと全般（笑）

飲み会は部員が下戸なので基本的
に開催されません（笑）

々はアクティブな人材を切望し
ています。

Let's heavy metal thunder!!

我
模
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陸上自衛隊オートバイ斥候(暁)

YF-23(暁)

ヤクトパンター(山) フォッケウルフ(山)
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